
議長／ただいまから令和７年第２回千代田区議会定例会を開会します。 

これより本日の会議を開きます。 

会議録署名員を定めます。 

会議規則第１２４条の規定に基づき議長から指名します。 

２５番富山あゆみ議員、１番西岡めぐみ議員にお願いします。 

会期についてお諮りします。 

今定例会の会期は、本日６月１１日から７月４日までの２４日間としたいと思いますが、

異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長／異議なしと認め、決定します。 

報告します。 

地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、公益社団法人ゆとりちよだの経営状況

について説明する書類の提出がありました。 

その写しを配付しましたので、御了承願います。 

報告を終わります。 

樋口区長から議会招集の挨拶をお願いします。 

区長。 

 

区長／令和７年第２回区議会定例会の開会にあたり私の区政運営における所信を申し上げ

ます。 

私は、さきの第１回区議会定例会におきまして、本年度当初予算を御提案するにあたり、

まずは、暮らしを守る物価高騰対策を最優先としつつ、併せて「最高水準の災害・防犯対

策、世界一安全安心なまち」、「子育て世代やシニア、障がい者、お一人お一人が輝ける社

会」、「環境・デジタル・文化・スポーツで１００年後も持続的に発展する都市」の持続的

に発展する都市」、この３つを柱に、２期目の区政を進めてまいる、そのような方針を示さ

せていただきました。 

本定例会は、令和７年度当初予算を御議決いただいてから最初の区議会定例会となります

ので、これらの方針に基づく取組状況について申し上げます。 

まずは最優先課題として挙げております、物価高騰対策についてです。 

現在もなお、円安の進行や国際情勢の変化により、光熱水費、食料品、日用品、衣料品、

通信費、エネルギー、サービスなど、生活に欠かせないあらゆる分野で価格の上昇が続い

ており、区民の皆様の家計に深刻な影響を及ぼしています。 

こうした厳しい状況を踏まえ、物価高騰から区民の皆様の暮らしを守る施策として、１人

当たり５０００円分のプリペイド型ギフトカードの配付事業を、就任直後の区議会定例会



で御提案申し上げ、令和６年度最終補正予算として御議決いただきました。 

区民の皆様の生活を支える事業としてギフトカードをお送りするのは、本区初の取組であ

ります。 

受取りに関わる申請手続を不要とすることで、迅速かつ確実に、区民の皆様のお手元にお

届けできる仕組みといたしました。 

カードは、日常生活に必要な品物を取り扱う幅広い店舗で御利用いただけるため、生活必

需品への支出を支援するとともに、区内経済の活性化にもつながるものと期待しておりま

す。 

なお、このカードには千代田区にお住まいの全ての方々への応援の気持ちを込め、本区独

自のデザインを施しました。 

桜色を基調に、高齢者、子育て世帯、単身者など、多様な区民が買物を楽しむ様子を描い

ており、手に取った方々に少しでも温かさを感じていただければと願っております。 

区民の皆様が早期に御活用いただけるよう、本年７月末から８月にかけての配付開始を目

指し、現在準備を急ピッチで進めております。 

次に、「世界一安全安心なまち」を目指す取組のうち、防犯対策について申し上げます。 

近年、「トクリュウ」と呼ばれる匿名・流動型の新たな犯罪が社会問題となっております。 

こうした状況を受け、東京都では、防犯カメラなどの機器を個人で設置する際に費用を補

助する「防犯機器等購入緊急補助事業」を開始しました。 

区におきましても、区民の皆様が日々の暮らしの中で安心して過ごせるよう、東京都の補

助に上乗せする独自の支援を行います。 

今年度限りとなりますが、最大４万円までの防犯カメラ等の設置費用を補助する補正予算

案を本定例会に提出いたしました。 

こうした取組は、個人の防犯意識と行動を後押しするものですが、区といたしましても、

安全・安心を確保するための有力なツールとして、防犯カメラの活用を考えております。 

個人情報の保護には最大限配慮しつつ、地域の要望や地域特性を踏まえて、設置を検討し

てまいります。 

特に公園につきましては、夏に向けて、一昨年から夏休みに実施している手持ち花火の解

禁を、今年も区内８か所の公園で行い、また、夏休みの午前中には子供のボール遊び等の

できる機会を大幅に拡大するなど、子供たちや家族連れが楽しめる場所としての取組を進

めているところです。 

皆様がより安心して楽しめる場となるよう、安全・安心対策も併せて強化していく必要が

あります。 

既に、今年１月には錦華公園に防犯カメラを設置し、この夏には東郷元帥記念公園にも設

置できるよう準備を進めております。 

また、子供たちの安全・安心という観点からは、登下校時の対策が重要です。 

これまでは、地域住民、保護者、シルバー人材センターなどによる見守り活動が主な対策



でしたが、これまで活動の中心だった地域住民の高齢化や共働き世帯の増加により担い手

不足が課題となっています。 

そこで、本年度は、区内大学生と連携した見守り事業の拡大を図るとともに、試行的に区

立小学校の通学路上などへの防犯カメラの設置を検討しています。 

防犯カメラの設置にあたりましては、設置による犯罪の抑止や安全・安心を脅かす事態の

早期の把握にとどまらず、安全・安心を確保するための迅速な対応ができるよう、青色パ

トロールカーとの連携強化なども併せて検討してまいります。 

今後も、犯罪行為のみならず、路上喫煙、落書き、ステッカー、違法な客引きといった、

日常の中に潜む不安要素にも戦略的に対応し、「世界一安全・安心なまち」の実現に向けて、

施策を一層充実させていく所存です。 

次に、「一人ひとりが輝ける社会」を目指す取組のうち、高齢者等の住宅施策について申し

上げます。 

高齢者など福祉的課題を抱える方々は、年齢や身体状況などを理由に住まいを探すことが

難しい上、低廉な家賃の物件が少ないなど、千代田区の地域特性から、住宅を確保するこ

とが困難な状況にあります。 

そこで、区では、民間賃貸住宅への住み替えを希望するものの、高齢等を理由に断られる

など住まい探しにお困りの方を対象として、不動産店等と連携しながら御相談に応じてい

ます。 

今年度は、専門相談員によるきめ細やかな相談体制の整備や、物件の紹介、内見などに同

行する住み替え支援を開始します。 

また、単身高齢者の賃貸住宅における死亡事故等に対する家主の不安感を払拭するために、

高齢者の賃貸住宅への入居支援として、区と保険会社で保険契約を締結し、原状回復費な

どの家主の負担を補償する高齢者向け家主サポート保険事業を５月２０日から開始してい

ます。 

こうした福祉部門とまちづくり部門の双方からのアプローチによる取組を通じて、高齢者

など、お住まいを探すことが困難な方でも安心して地域で居住できるよう努めてまいりま

す。 

次に、「１００年後も持続的に発展する都市」を目指す取組のうち、まず祭礼文化の継承と

地域コミュニティの再生・活性化について申し上げます。 

去る５月８日より、神田祭が盛大に斎行されました。 

神田祭は、江戸時代より続く日本三大祭の一つであり、徳川将軍の上覧を仰いだ「天下祭」

として、全国にその名を知られる千代田区の誇るべき文化資源であります。 

本年は２年に一度の本祭にあたり、神田神社を中心に、氏子地域の町会の皆様をはじめ、

企業、学校、地域団体など多くの方々の御尽力により、にぎわいと活力に満ちた祭礼が繰

り広げられました。 

神幸祭の行列や連合宮入、地域における神輿の巡行やお神酒所の運営など、祭礼の随所に



おいて、町会長、婦人部・女性部、青年部をはじめとする多くの皆様が、打合せ段階から

準備、後片付けにいたるまで献身的に支えてくださっている姿を拝見し、地域の絆と底力

を改めて実感いたしました。 

祭礼は単なる伝統行事にとどまらず、地域に根差し、世代や立場を超えた交流を生み出す

ことで、地域コミュニティの再生と活性化に大きく寄与するものと考えています。 

本区にはほかにも、地域に根づいた多様な祭礼が継承されており、それぞれが町会や地域

団体、企業、大学、そして多くの区民の皆様の協働によって支えられています。 

町会加入率の低下や担い手不足といった地域コミュニティの課題が顕在化する中、特に若

い世代や新たに地域に加わった方々が、祭礼を通じて地域と関わる機会を得ることは、大

切なことだと認識しています。 

千代田区における祭礼文化の継承は、地域の伝統と誇りを次世代へとつなぎ、持続可能な

地域社会の形成に資するものでもあります。 

こうした認識の下、本年度後半より、祭礼文化の継承を支援するための具体的な手法の検

討を開始いたします。 

あわせて、江戸期の天下祭における江戸型山車や附け祭など、当時の祭礼文化の研究にも

取り組み、その文化的価値を広く発信し、地域の魅力向上にもつなげてまいります。 

また、町会活動の支援に関しましては、地域や町会の実情や課題を丁寧にお伺いしながら、

個別のニーズに応じた「オーダーメイド型」の支援の在り方を検討してまいります。 

具体的には、７月以降、各町会の実態と課題を把握するためのアンケートやヒアリングを

実施し、その結果を踏まえて、町会運営や活動における支援プログラムの構築、町会長等

の負担軽減について検討するとともに、町会等の地域コミュニティに関する情報発信の強

化にも取り組んでまいります。 

次に「持続的に発展する都市」を目指す取組のうち、神保町のまちづくりと、日本橋川周

辺のにぎわい創出について申し上げます。 

まず、神保町についてです。 

神田神保町は、世界有数の規模を持つ古書の街として知られ、歴史と文化が息づくまちで

す。 

また、大学や出版社、書店、飲食店などが集まり、新しい文化が生まれ続ける活気ある地

域として多くの方々に認識されています。 

しかしながら、この魅力的なまちも課題を抱えております。 

老朽化した建物や複雑かつ狭小な敷地の存在、なりわいの継続の難しさといった問題によ

り、まちの機能更新が進みにくい状況にあります。 

こうした状況の中、昨年度には東京都の支援も受け、地域の課題や特性を整理するなどの

取組に着手し、課題を解決するための具体的な方策を検討しております。 

５月２８日には、古書店をはじめ、出版社、書店、近隣大学や町会などの方々を構成委員

とした「神保町地域まちづくり協議会」を設立し、学識経験者をお招きし、業種の垣根を



超えた具体的なまちづくり方針の検討を開始しました。 

さらに、６月２日には活字文化議員連盟による「神保町ナイトウォーク企画」が行われ、

超党派の国会議員の方々が神保町を視察し、私も同行したところです。 

同議連の上川陽子会長は、神保町の書店街を「日本の知のプラネタリウム」と表現され、

この事例を全国の書店に広げられるような支援を目指す意向を表明されました。 

このように、神保町の持つポテンシャルには国からも大きな期待が寄せられております。 

今後、区は「神保町地域まちづくり協議会」において具体的な方針をさらに検討してまい

ります。 

また、地元の皆様方の声を伺い、東京都や国と連携しながら、神保町の明るい未来を築け

るよう努めてまいります。 

次に、日本橋川周辺のにぎわい創出についてです。 

現在、東京都において基本方針を取りまとめているところですが、千代田区においても、

周辺のまちづくりとの連携を図りながら、江戸から続く文化を継承・発展させ、新たな水

の都の実現に向け、取組を加速してまいります。 

日本橋川エリアを区民が楽しめる空間にすべく、まずは大手町川端緑道において歴史資

源・祭礼文化などを生かした回遊性を創出するなど、にぎわい創出に向けたウォーカブル

な取組を検討していきます。 

また、水質改善についても関係機関に強く働きかけるとともに、区としても新たな技術の

活用などを視野に実証事業等を進めてまいります。 

最後に、今回提案いたしました諸議案について申し上げます。 

まず、予算案件といたしまして、令和７年度千代田区一般会計補正予算第１号の、１件で

あります。 

次に、条例関係ですが、条例の一部を改正するもの、６件であります。 

次に、契約関係ですが、西神田コスモス館外壁・屋上防水等改修工事請負契約について１

件、区立内幸町ホールの改修に関する工事請負契約について２件、災害対策用備蓄物資の

購入について１件、議場会議システム及びＡＶ機器の購入について１件の、計５件であり

ます。 

また、報告案件として、令和６年度千代田区一般会計予算の繰越明許費に係る歳出予算の

繰越しについて１件で、今回の付議案件は合わせて１３件であります。 

何とぞ、慎重な御審議の上、原案どおり御議決賜りますようお願い申し上げます。 

以上をもちまして、令和７年第２回区議会定例会の開会の挨拶といたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

議長／これより日程に入ります。 

日程第１を議題にします。 

お諮りします。 



東京都後期高齢者医療広域連合議会議員選挙候補者については、指名推選の方法により決

定したいと思いますが、異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長／異議なしと認め、決定します。 

お諮りします。 

本件の候補者に池田とものり議員を指名したいと思いますが、異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長／異議なしと認め、決定します。 

お諮りします。 

本日は、以上で延会したいと思いますが、異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長／異議なしと認め、決定します。 

次回の継続会は、６月２４日午前１０時３０分から開会します。 

ただいま出席の方には、文書による通知はしませんので、御了承願います。 

本日は以上で終了します。 

延会します。 

 


